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演題番号：B2

熊野牛子牛市場のセリ名簿記載情報と子牛価格との関連の調査
○髙田広達
和歌山県畜試

演題番号：B1

穏やかな低温条件が体外受精由来牛胚盤胞の生存性に及ぼす影響
○石井利通
三重県畜研

1．はじめに：和歌山県産の黒毛和種子牛は年間約 500 頭が
生産され、その多くは和歌山県熊野牛子牛市場（子牛市場）で
取引される。子牛価格の向上は和牛農家の経営にとって重要
である。そこで、子牛市場においてセリ名簿に記載される項
目と子牛価格との関連を調べた。
2．材料および方法：2020 年 2 月市場から 2024 年 4 月市場ま
で計 20 回の市場に出荷され、売買が成立した子牛 1，560 頭

（去勢雄 957 頭、雌 603 頭）を調査対象とした。落札価格（価
格）を目的変数とし、日齢体重（出荷時体重/出荷時日齢）、
母牛の産次数（産次数）、母牛登録点数を説明変数とする単回
帰分析を行った。また、産次数（1～16 産）、繁殖方法（ET vs 
AI）、枝肉 6 形質の期待育種価（3 水準A，B，C）の価格およ
び日齢体重に対する効果を分散分析により調べた。調査対象
の子牛に供用された頭数の多い種雄牛（去勢雄 13 頭、雌 13
頭）のダミー変数を説明変数とし、日齢体重および価格を目
的変数とする重回帰分析を行った。なお、価格は市場開催ご
との価格変動を考慮し、市場開催ごとに各個体価格と性別平
均価格の差額を性別の価格標準偏差で除した標準化価格を用
いたため、分析はすべて性別に行った。

3．結　果：単回帰分析の結果、価格は去勢雄、雌ともに日
齢体重が増えると向上し（P<0.01）、母牛登録点数の上昇によ
り向上した（P<0.01）。つぎに、分散分析では日齢体重に対す
る産次数の効果が去勢雄、雌ともに認められた（P<0.05）。
また、価格に対する産次数の効果も去勢雄、雌ともに認めら
れた（P<0.05）。繁殖方法では、去勢雄、雌ともに日齢体重は
ETがAIより大きく（P<0.01）、価格もETがAIより高かった

（P<0.05）。日齢体重に対する期待育種価の効果では、去勢雄
において枝肉重量およびバラ厚の効果が認められ（P<0.05）、
雌では皮下脂肪厚の効果のみ認められた（P<0.05）。価格に対
する期待育種価の効果は、去勢雄では皮下脂肪厚を除く残り
の 5 形質の育種価の効果が認められ（P<0.05）、雌ではロース
芯面積および脂肪交雑の 2 形質のみ育種価の効果が認められ
た（P<0.05）。種雄牛の分析の結果、供用頭数の多い種雄牛が
日齢体重および価格にどのように影響しているか推定できた。
4．考　察：分析ごとの性差は優秀な雌が自家保留されるた
めと考えられた。

1．はじめに：体外受精胚（牛体外胚）は、低温感受性が高く凍
結に適さないため、非凍結（新鮮）条件下で輸送し移植されて
いる。一方で、新鮮条件下での牛体外胚の輸送に適した保存
温度については、十分な知見が得られていない。そこで、温度
ストレスにより誘導され、細胞の生存性を調整する熱ショッ
クタンパク質群に着目し、牛体温（38.5℃）および穏やかな低
温（33℃）での培養が牛体外胚の生存性ならびに熱ショックタ
ンパク質群の発現に及ぼす影響を調査した。
2．材料および方法：体外受精 7 日目の牛胚盤胞を材料とし
た。【実験 1】38.5℃および 33℃で 3 日間培養した牛胚盤胞の胚
直径の変化および透明帯からの孵化状況等を調査した。【実験
2】38.5℃および 33℃で１日間培養した牛胚盤胞を用い、アポ
トーシス関連遺伝子のmRNA転写発現量を定量RT-PCRで測
定した。【実験 3】実験 2と同条件の牛胚盤胞を用い、熱ショッ
クタンパク質遺伝子群のmRNA転写発現量を定量RT-PCRで
測定した。【実験 4】RNA干渉法によるHSP70 タンパク質の発
現抑制試験を実施した。具体的には、HSP70のsiRNAまたは
scrambled siRNAを添加し、38.5℃で培養した牛胚盤胞の胚
直径の変化ならびに透明帯からの孵化状況等を調査した。

3．結　果：【実験1】33℃では、38.5℃に比べて牛胚盤胞の拡張
の程度は小さく、透明帯からの孵化率も低下した（P<0.05）。

【実験2】33℃で1日間培養した牛胚盤胞におけるアポトーシス
誘導因子であるFOXO3 遺伝子のmRNA転写発現量は 38.5℃
に比べて有意に増加した（P<0.05）。【実験 3】33℃で 1 日間培
養した牛胚盤胞におけるHSP70 遺伝子のmRNA転写発現量
は 38.5℃に比べて有意に低下した（P<0.05）。【実験 4】HSP70
のsiRNAを添加した牛胚盤胞では、胚直径の拡張の程度が低
下し、形態的な変化が抑制された（P<0.05）。
4．考察および結語：33℃で培養された牛胚盤胞は、胚の形態
的な変化が抑制される。本現象は、牛体外胚への穏やかな低
温の感作によりHSP70 の合成が阻害され、アポトーシスが誘
導された結果であることが示唆された。以上より、新鮮条件
の牛体外胚の輸送温度は、38.5℃が望ましいと考えられた。 
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